
港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【相馬港】
原釜地区
離岸堤 231m消波ブロック飛散離岸堤 231m消波ブロック飛散
離岸堤 143m消波ブロック飛散
突堤 64mブロック飛散、あずま屋破損
潜堤 30mブロック飛散
護岸 149.8mブロック飛散
傾斜護岸 19.6m階段ブロック飛散

⑨防波堤（沖）

⑩離岸堤

⑦2号ふ頭第2号
岸壁（ 7 5 ）

⑧2号ふ頭
先端護岸

T.P.+2.14m

被災区間

①5号ふ頭
（専用岸壁）

⑤1号ふ頭第1号
岸壁（-5.5m）

岸壁（-7.5m）被災区間

②3号ふ頭仮護岸

④1号ふ頭第4・5号
岸壁（-7.5m）

⑥第1船だまり
物揚場

凡例；海岸の施設

③1号ふ頭第6号
岸壁（-5.5m）

痕跡高
9.82m 59



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【相馬港】

① ②① ②

5号ふ頭（専用岸壁）
・アンローダー4基中2基傾き

3号ふ頭仮護岸
・倒壊し 埋立土流出・倒壊し、埋立土流出

③ ④

1号ふ頭第6号岸壁（-5.5m）
・岸壁コーナー部倒壊、陥没

601号ふ頭第4・5号岸壁（-7.5m）
・陥没、倒壊（一部タイロッド破断）



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【相馬港】

⑤ ⑥⑤ ⑥

1号ふ頭第1号岸壁（-5.5m）
・2号岸壁境界部倒壊

第1船だまり物揚場
・地割、陥没あり
法肩部崩壊 めくれ 流出・2号岸壁境界部倒壊

⑦ ⑦

・法肩部崩壊、めくれ、流出

61
2号ふ頭第2号岸壁（-7.5m）
・部分的な倒壊、陥没
・多目的クレーン海中に転落



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【相馬港】

⑧ ⑧⑧ ⑧

2号ふ頭先端護岸
・護岸倒壊 道路の陥没・護岸倒壊、道路の陥没

⑩⑨

T.P.+2.14T.P. 2.14

62原釜地区離岸堤
・消波ブロック飛散

防波堤（沖）
・7割（1900m）が傾斜、ずれの発生



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【小名浜港】

④大剣ふ頭1～8号
岸壁松下地区

②5・6号ふ頭
先端護岸

①5号ふ頭

岸壁松下地区
緩傾斜護岸148mのうち
140m破損

⑥緩傾斜護岸
T P +4 31m

痕跡高
10.66m

被災区間

T.P. 4.31m

③7号ふ頭1・2号
岸壁（-13m）

凡例；海岸の施設

岸壁（-13m）
⑤3号ふ頭
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【小名浜港】

① ②① ②

5号ふ頭
・エプロン沈下

5・6号ふ頭
・エプロン沈下 はらみ出し

③ ③

・エプロン沈下、はらみ出し

7号ふ頭1・2号岸壁（-13m）
・背後全延長 50cm程度陥没
・アンローダーのレール変形、アンローダー破損
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【小名浜港】

④ ④

大剣ふ頭1～8号岸壁
・エプロン損傷（1・4・5・6号）
・岸壁背後陥没（2・3・7・8号）
・ガントリークレーン破損（2・3号）
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【小名浜港】

⑤ ⑥
天端高Ｔ.P..=4.31

近傍痕跡高T.P=10.66

3号ふ頭
・台船が乗り上げ岸壁損傷

松下地区緩傾斜護岸
・護岸の破損
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港湾施設の被害状況 【茨城港（日立港区）】

④第2ふ頭

①第1ふ頭C岸壁
（-7.5m）

② 岸壁

④第2ふ頭
先端護岸

⑦ 岸壁②第1ふ頭B岸壁
（-7.5m）

⑦第4ふ頭E岸壁
（-12m）

⑨第5ふ頭D岸壁
（-12m）先端

⑧第5ふ頭B岸壁
（-10m）先端

③第2ふ頭 ⑤第4ふ頭D岸壁
（-11m）先端 ⑥第4ふ頭先端部 67



港湾施設の被害状況 【茨城港（日立港区）】

① ②① ②

第1ふ頭C岸壁（-7.5m）
・岸壁エプロンの陥没

第1ふ頭B岸壁（-7.5m）
・岸壁背後ヤードの陥没

④③

第2ふ頭
・上屋周囲の陥没

第2ふ頭先端護岸
・先端護岸の流出 68



港湾施設の被害状況 【茨城港（日立港区）】

⑤
⑥

第4ふ頭D岸壁（-11m）先端
・岸壁先端部の流出

第4ふ頭先端部
・エプロン（岸壁上面）の陥没
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港湾施設の被害状況 【茨城港（日立港区）】

⑧⑦ ⑧⑦

第4ふ頭E岸壁（-12m）
・エプロンの陥没

第5ふ頭B岸壁（-10m）
・背後ヤード液状化による陥没

⑨

70
第5ふ頭D岸壁（-12m）
・荷さばき地の陥没



港湾施設の被害状況 【茨城港（常陸那珂港区）】

①北ふ頭A岸壁

②北ふ頭B岸壁

⑤中央ふ頭B岸壁

③北ふ頭B岸壁
（-12m）

⑤中央ふ頭B岸壁
（-9m）

⑥中央ふ頭A岸壁
（-7.5m）

④北ふ頭C岸壁
（-10m）

阿字ヶ浦地区
突堤被災なし

⑦臨港道路
5号線

凡例；海岸の施設
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港湾施設の被害状況 【茨城港（常陸那珂港区）】

① ②

北ふ頭A岸壁（-14m）
・液状化によるヤードの陥没

北ふ頭B岸壁（-12m）
・液状化によるエプロンの陥没
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港湾施設の被害状況 【茨城港（常陸那珂港区）】

④③

北ふ頭B岸壁（-12m）
・液状化によるエプロンの陥没

北ふ頭C岸壁（-10m）
・ガントリークレーンのレールのずれと曲がり
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港湾施設の被害状況 【茨城港（常陸那珂港区）】

⑤ ⑥⑤ ⑥

中央ふ頭B岸壁（-9m）
・背後ヤードの隆起

中央ふ頭A岸壁（-7.5m）
・異常のない耐震強化岸壁

⑦

・背後ヤードの隆起 ・異常のない耐震強化岸壁

臨港道路５号線
・臨港道路が液状化した状況 74



港湾施設の被害状況 【茨城港（大洗港区）】

磯浜地区
護岸394m被災なし

③第3埠頭③第3埠頭
H岸壁（－8m）

大貫地区
護岸651m被災なし
突堤被災なし

①第3埠頭
⑤第4埠頭
I岸壁（-8m）

凡例；海岸の施設

②第3埠頭
④第4埠頭
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港湾施設の被害状況 【茨城港（大洗港区）】

①①

第3ふ頭第3ふ頭
・液状化した状況
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港湾施設の被害状況 【茨城港（大洗港区）】

③②

第3ふ頭H岸壁（-8m）
・岸壁背後の段差

第3ふ頭
・液状化した状況
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港湾施設の被害状況 【茨城港（大洗港区）】

⑤④

第4ふ頭I岸壁（-8m）
・岸壁本体の損傷

第4ふ頭
・岸壁本体の損傷
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【鹿島港】

凡例；海岸の施設日川地区 凡例；海岸 施設日川地区
南浜正面護岸6221mのうち、210m消波工沈下、
90m消波工沈下・パラペット破損、20mパラペット破損
突堤200mのうち、50m上部工傾斜・消波工沈下
日川地区護岸588mのうち、20m護岸沈下

被災区間 被災区間

⑤南海浜正面護岸
T.P.+5.59m

⑦海岸突堤
T.P.+3.84m

被災区間
被災区間 被災区間

平井地区
護岸1212m被災なし
離岸堤200m被災なし
突堤490m被災なし

⑥南海浜正面護岸
T.P.+5.59m

⑧日川地区護岸突堤490m被災なし

③④南公共ふ頭

⑧ 護

①北公共ふ頭
D岸壁（-10m）

③④南公共ふ頭
C岸壁（-7.5m）

痕跡高
T P +5 58

凡例；海岸の施設

②南公共ふ頭
A岸壁（-10m） 79

T.P.+5.58



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【鹿島港】

①① ②①① ②

北公共ふ頭D岸壁（-10m）
・エプロン端部の段差

南公共ふ頭A岸壁（-10m）

④③

・エプロン端部の段差
・エプロンの陥没

南公共ふ頭C岸壁（-7.5m）
・エプロンの陥没

南公共ふ頭C岸壁（-7.5m）
・岸壁法線のはらみ出し 80



港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【鹿島港】

⑤ ⑥
天端高Ｔ.Ｐ.+5.59

近傍痕跡高T.P.+5.60

南海浜正面護岸
・消波工沈下

南海浜正面護岸
・パラペット破損
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港湾施設及び海岸保全施設の被害状況 【鹿島港】

⑧⑦

天端高T.P.+3.84天端高T.P. 3.84

日川地区海岸突堤
・上部工傾斜、消波工沈下

日川地区護岸
・護岸沈下
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各地域の被災規模

（被害報告額：平成24年1月15日現在）【単位：億円】

直 轄 災 補 助 災 合 計
都道府県名

直 轄 災 補 助 災 合 計

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額

北海道 13 10 11 7 24 17

青森県 7 273 34 29 41 303

岩手県 31 903 402 535 433 1,438

宮城県 14 104 579 733 593 837

福島県 33 552 274 448 307 1,000

茨城県 18 116 237 350 255 466

千葉県 0 0 45 64 45 64

東京都 0 0 3 1 3 1

川崎市 0 0 4 1 4 1

合 計 116 1,958 1,589 2,168 1,705 4,126

（注）災害査定については、平成23年12月22日までに終了している。
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